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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として、「刺激へのとらわれ」の測定を目的としたVTT（東本他，
2013）の妥当性の検討を目的とした調査を行なった結果、VTTが基準関連妥当性を有することが確認された。ま
た、刑務所の被収容者を対象に質問紙調査を実施した結果、強制わいせつ群において、その他の群とは異なる性
犯罪関連刺激に対する反応傾向が確認された。これらの結果を踏まえ、VTTと「刺激の評価」を測定するST-IAT
（Nomura&Shimada，2011）を用いた調査を実施した結果、電車内痴漢をした者であっても一様ではなく、個人差
があることが確認されたため，さらなるデータ収集を行い，検討を重ねる予定である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to describe and classify the tendencies of 
cognitive response of train molesters. I conducted a survey to verify the validity of the Viewing 
Time Task (VTT), which aimed to measure preoccupation with stimuli. As for the results, I verified 
and validated the difference between the VTT scores of those who committed sexual offenses and those
 who did not have a criminal background. Moreover, I conducted a questionnaire survey with inmates 
in a prison. The group to which train molesters belonged presented responses to stimuli relevant to 
sexual offenses different from those of the other groups. Based on these results, I conducted a 
survey using a VTT and a Single-Target Implicit Association Test to measure evaluation of stimuli. 
Both the results of evaluation of stimuli and preoccupation with stimuli were not uniform among the 
participants including those who were train molesters, thus revealing individual differences.

研究分野：社会科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、司法・犯罪分野における電車内痴漢をした者の個人差の査定に基づく再犯防止指導の提案につなが
りうる臨床的に意義深い研究であると考えられる。本研究で実施した認知的な反応傾向を直接的に測定しうる
ST-IATとVTTは、意図的な反応をすることが困難な課題であることから心理臨床的有用性が高く、本研究の成果
を踏まえると、電車内痴漢を性加害とする者の心理学的特徴を明らかにすることが可能であり、心理学的特徴の
分類を行うことができると考えられる。今後、さらなるデータ収集と検討を重ねることによって、わが国の性犯
罪再犯防止を目的とした心理学的介入の精緻化に寄与する基礎的な知見になると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 わが国の刑務所や保護観察所における国家的施策としての性犯罪再犯防止指導は、10 年余り
が経過し、重要な取り組みの１つとして定着してきている。指導には、認知行動療法に基づく
集団介入プログラムが採用されており（法務省法務総合研究所，2015）、特定の刺激（性加害
対象）に対する反応傾向（性加害行動）を変化させることを目的としている。そのため、同一
の刺激下における反応傾向（性加害行動）の変化として、再犯の有無を直接的なアウトカムと
した効果検証が行われている。一方で、このような取り組みにおいては、介入過程の評価を行
うこともまた重要な手続きの１つであり、特定の刺激（性加害対象）と反応傾向（性加害行動）
を媒介している認知的な反応傾向の変化を測定することも重要である。 
 認知的な反応傾向の測定には、海外の多くの研究において、複数の画像、あるいは単語刺激
に対する反応時間を指標とした Viewing time method の有用性が示されている（e.g., Bourke 
& Gormley，2012）。わが国の性加害に関する Viewing time method の研究として、電車内痴
漢行為における刺激の評価の測定を目的とした Single-Target Implicit Association Test（野村, 
2017；ST-IAT）と性加害対象（刺激）へのとらわれの測定を目的とした Viewing Time Task
（東本・五十嵐・小堀・野村・伊豫，2013；VTT）の検討が行われてきた。これらの ST-IAT
と VTT の研究は、いずれもわが国の実情に応じた刺激選定を行い、性加害をした者と一般成
人男性を対象とした調査を実施しており、その結果、性加害をした者の認知的な反応傾向の測
定方法として ST-IAT と VTT の有用可能性が示されている（野村，2017；東本他，2013）。し
かしながら、いずれの研究も、対象とした人数が少数であることに加え、それぞれの単一評価
にとどまっているという課題をあげることができる。 
 ST-IAT と VTT は、「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」といった認知的な反応傾向の異
なる側面を測定しており、それぞれが独立、あるいは相互作用的に「特定の刺激（性加害対象）
に対する反応傾向（性加害行動）」に影響を及ぼすと考えられる。したがって、適切な心理学的
な介入技法の選定と評価には、２つの Viewing time method を組み合わせて使用し、「性犯罪
関連刺激に対する反応傾向」の特徴を記述し、状態像を分類することも必要となる。なお、わ
が国に特有の犯罪形態として電車内痴漢をあげられ、既存の性犯罪再犯防止指導に十分な改善
効果が確認されていないことから（法務省矯正局成人矯正課，2012）、電車内痴漢の特徴の記
述と分類が急務であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、特定の刺激（性加害対象）と反応傾向（性加害行動）を媒介している認知的な
反応傾向である「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」に基づく電車内痴漢の心理的特徴の記
述と分類を目的に、２つの Viewing time method を用いて、電車内痴漢を性加害とする者を
対象に調査を実施し、「性犯罪関連刺激に対する反応傾向」の特徴の記述と分類の検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 
 「刺激へのとらわれ」の測定を目的とした VTT の妥当性の検討を目的とした調査を行なっ
た。VTT は、ボタン押し課題と rating 課題の２つの認知課題で構成される。それぞれの課題
において、次の画像へ進むためのキーを押すのにかかった時間を測定し、rating 課題では、各
画像に対する性的興奮度の得点を入力し、それに伴う視覚反応時間データを計測する。これら
の視覚反応時間と特定の刺激カテゴリーに対する反応の計測をもって「刺激へのとらわれ」を
評価する。VTT の妥当性の検討にあたっては、性犯罪をした者と犯罪経験のない者を対象とし
た調査を行った。 
 また、性犯罪関連刺激に対する反応傾向の検討を目的とした調査を行なった。性犯罪関連刺
激に対する反応傾向は、性犯罪被害に対する共感的反応尺度（野村，2017；共感的反応尺度）
の電車内暴力捻挫被害、電車内痴漢被害、強姦被害の３つの犯罪場面に小児わいせつ被害を加
えた計４つの犯罪場面のエピソードに対して回答者がその場に居合わせたとしたらどのように
感じるのか（感情反応）、そして被害者はどのような気持ちを抱くであろうと回答者が考えたか
について（感情認知）、9 つの不快感情語（「心配した」など）と 4 つの快感情語（「興味がある」
など）を使用し、それぞれの感情語に対して 5 件法（「全くそう思わない」から「とてもそう
思う」）で回答を求めた。性犯罪関連刺激に対する反応傾向の検討にあたっては、刑務所の被収
容者を対象とした調査を行なった。 
 そして、「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」に基づく電車内痴漢の心理的特徴の記述と分
類を目的に「刺激へのとらわれ」を測定する VTT と「刺激の評価」を測定する ST-IAT を用い
た調査を行なった。ST-IAT は、提示される単語や画像を左右に振り分けるボタン早押し認知
課題である。「性加害行為」と「感情語（快語，不快語）」の位置の組み合わせが異なる場合に
おける、反応時間の差を比較することを通して「刺激の評価」を測定する。「刺激の評価」と「刺
激へのとらわれ」に基づく電車内痴漢の心理的特徴の記述と分類の検討にあたっては，性犯罪
をした者を対象とした調査を行なった。 
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４．研究成果 
 
 「刺激へのとらわれ」の測定を目的とした VTT の妥当性の検討を目的とした調査の主な結
果として、性犯罪経験のある者は、性犯罪経験のない者と比較して、成人女性画像刺激、青年
期の女性画像刺激、および女児画像刺激に対する反応時間が有意に長いことが示された（t 
(30)=2.63，p <.05；t (30)=2.56，p <.05；t (30)=2.27，p <.05）。これらの結果から、VTT は、
性犯罪経験の有無を外的基準とした検討によって基準関連妥当性を有することが確認された。 
 性犯罪関連刺激に対する反応傾向の検討を目的とした調査の主な結果として、共感的反応尺
度の各得点を従属変数、犯罪形態と被害場面を独立変数とした２要因混合計画の分散分析を行
なった。その結果、快感情反応得点において交互作用が有意（ F（3，413）= 5.40，p < .01）
であったことから、単純主効果の分析を行なった。その結果（図１）、強制わいせつ群において、
その他の群とは異なる性犯罪関連刺激に対する反応傾向が確認された。この結果は、犯罪形態
によって反応傾向が異なることが明らかとし、犯罪形態に特有の「刺激の評価」と「刺激への
とらわれ」を検討することの重要性を支持する結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 快感情反応得点における犯罪形態と被害場面の比較（アスタリスクは有意差を示す（✳

✳p < .01，✳p < .05）） 
 
 「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」に基づく電車内痴漢の心理的特徴の記述と分類を目
的に「刺激へのとらわれ」を測定する VTT と「刺激の評価」を測定する ST-IAT を用いた調査
の主な結果として、電車内痴漢をした者であっても「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」は
一様ではなく、個人差があることが確認された（図２）。この結果を踏まえ、さらにデータを追
加し記述と分類を試みる予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２ VTT の成人女性画像刺激への反応時間と ST-IAT 得点の分布 
 
 本研究の主な成果は、VTT の妥当性が確認されたこと、犯罪形態に特有の「刺激の評価」と
「刺激へのとらわれ」を検討する重要性を支持する結果が得られたこと、そして、電車内痴漢
をした者であっても「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」は一様ではなく、個人差があるこ
とが確認されことである。これらの成果は、「刺激の評価」と「刺激へのとらわれ」に基づく電
車内痴漢の心理的特徴の記述と分類についてのさらなるデータ収集と検討が課題ではあるもの
の、わが国に特有の犯罪形態であるとされる電車内痴漢の再犯防止の取り組みに寄与しうる研
究成果であったと考えられる。 
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